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(１)アクションプランの位置付け 
京田辺市では、「事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を創造す

るまち」を市産業の目指す姿として、京田辺市産業振興ビジョンを策定しました。 

産業振興の主役は事業者や市民の皆様です。行政は産業振興の主役の皆様の活動を様々

な側面から支援し、一丸となって目指す姿の実現に向けて取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

そのため、当ビジョンでは、市民、事業者、産業支援機関、行政がビジョンを共有しな

がら、それぞれ役割を担っていくことを重視しています。 

本プランは、当ビジョンを実現するための具体的な行動計画として、計画期間中に実施

する事業を体系的に整理するとともに、その進捗状況を管理するためのツールとして活用

するために取りまとめるものです。なお、アクションプラン（前期）の終期は当初令和２

年度と計画していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、コロナ禍でも停滞

を招くことのないよう、暫定的措置として令和３年度まで延期対応しており、計画期間終

了後、速やかに進捗状況（予算執行状況）とともにその成果（効果）についても検証を行

います。 
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事業者と市⺠がともに⼿を取り、快適な事業環境と豊かな⽣活を創造するまち

全体ビジョン

１０年後の各分野の理想的な姿
分野別ビジョン

基本方針
理想的な姿の基本的な考え方・目標

基本戦略
基本方針に基づく事業展開の方向性

基本方針と基本戦略

農業 商業 工業 観光

基本戦略に基づきビジョンを実現する
ための具体的取組

行動計画（アクションプラン）
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(２)アクションプラン（前期）の総括と社会経済情勢の変化 
アクションプラン（前期）期間中において、新型コロナウイルス感染症の拡大や、新名

神高速道路の延伸など、本市産業を取り巻く環境が大きく変化しました。新型コロナウイ

ルス感染症をきっかけとして急速にデジタル化が進んだ結果、市民の消費行動や働き方、

住まい方が大きく変化するとともに、非対面・非接触サービスやEC市場の拡大など、各事

業者のビジネス環境も大きく変化しました。加えて、少子高齢化の進行等により、産業の

担い手の減少が懸念されるなどの課題も顕在化しています。 

それらを踏まえ、次のような視点から見直しをすることとしました。 

①広域幹線道路の整備 

②新型コロナウイルス感染症の流行とビジネス環境の変化 

③少子高齢化の進行等による担い手の減少 

 

(３)アクションプラン（後期）施策の方向性 
アクションプラン（後期）において、その中心となる重点施策を次のとおり設定します。 

①分野間の連携促進 

②広域幹線道路の整備等に伴う好機の活用 

③アフターコロナを見据えた産業振興施策の展開 

④担い手の循環を生む人材サイクルの構築 

また、産業を取り巻く環境変化を的確に捉えるとともに、分野間連携やネットワークの

構築、担い手の確保等の視点を重視しながら、京田辺市産業振興ビジョンで定めた基本方

針のもと、ビジョンの実現に向けて取組を進めていくものとします。 
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分野

農業

商業

工業

観光

基本方針

1 次代を見据えた安定的な
農業の担い手の育成

2 消費者ニーズに応える戦
略的な販路開拓支援

3 幅広い食育・地産地消の
推進

4 豊かな農空間の保持と多
様な活用方法の推進

・新規就農者支援策による担い手の
確保・育成
・京力農場プランの作成・実質化と
営農の共同化の推進

・市内特産農産物の認知度向上と
消費拡大への支援

・市民の農業への理解や参加の推
進と地産地消の拡大への支援

・農地の多面的機能の保全
・持続的な農業生産方式の普及と
有害鳥獣対策の促進

今後の課題・取組方針

1 商業の担い手の支援と育
成

2 魅力ある店舗づくりと新商
品の創出支援

3
子育て世帯や高齢者等み
んなにやさしい買い物環境
の整備

4 地域の個性を生かした商
業地の形成

・創業機運の醸成
・事業承継に向けた世代間交流の
場づくり

・市内事業者による連携開発の
促進
・時代に合った店舗づくりへの支援

・移動販売・配達等支援による買い
物環境の整備

・マルシェ等商業イベントの開催支
援と店舗への誘導

1 工業の担い手の確保と育
成

2
ネットワーク構築による経
営資源の充実に向けた企
業支援

3 事業活動が行いやすい環
境整備

4 市民・企業・行政の相互理
解・連携強化

・切れ目のない人材サイクルの
構築
・担い手が交流する場づくり

・支援機関、事業者、産業教育機関、
担い手が相互に繋がるネットワーク
の拡充

・企業間の連携組織の拡充
・企業間連携組織による共同事業
の支援

・企業活動を知る場の拡充
・地域活動へ参画する企業の拡大

1 ストーリー性・テーマ性の
ある観光地づくり

2 市民の郷土愛醸成と観光
の担い手育成

3 「ひとやすみ観光」を生か
した交流人口の拡大

4 ブランド力向上による地域
経済の活性化

・特産品等を生かしたシティプロ
モーションの拡充

・観光協会を中心とした観光の担い
手育成

・市内各地と結ぶポータルとしての
観光拠点整備
・近隣市町と連携したショートトリッ
プ観光の促進

・大規模イベントを活用したプロモー
ション活動

アクションプラン（前期）を受けた、アクションプラン（後期）における
課題・取組方針

前期アクションプラン期間中の社会経済情
勢の変化

① 分野間の連携促進
観光-農業、商業-工業、農業-商業など、分
野間で連携し、分野横断的な取組を推進す
ることで施策効果を高める。

② 広域幹線道路の整備等に伴う好機の
活用

アフターコロナ、新名神高速道路の全面開
通による流入人口増加を見据えた、市内各
拠点を結ぶ起終点としての新観光拠点を整
備する。

③ アフターコロナを見据えた産業振興施策
の展開

各企業におけるDX等や事業戦略転換等を
支援するほか、市が実施する施策において
も感染症がきっかけとなったニーズや環境
変化に柔軟に対応していく。

④ 担い手の循環を生む人材サイクルの
構築

子どもへの市内の産業を知る機会の創出、
教育機関と連携した産業教育、就業後のリ
カレント教育の機会の提供等を通して、長
期的な人材の定着とプレイヤーの拡大によ
る切れ間のない人材の循環を構築する。

後期アクションプランの中心となる重点施策

■広域幹線道路の整備
新名神高速道路の延伸によって事業所の
操業環境が向上するほか、物流業等の立
地も期待でき、市産業へ大きく貢献すると
見込まれる。また、京阪神地域からのアク
セス時間が短くなることにより、観光客誘客
の面でも好影響が期待される。

■新型コロナウイルス感染症の流行とビジ
ネス環境の変化
新型コロナウイルス感染症の流行により、
社会経済活動が制限されたことによって厳
しい経営環境下におかれている企業が多
数発生した。また、感染症がひとつのきっ
かけとなり、デジタル化が急速に進み、企
業非対面・非接触型サービスやEC市場の
拡大など、ビジネス環境が大きく変化した。
さらに、テレワークの拡大など人々の働き
方も大きく変化している。

■少子高齢化の進行等による担い手の減
少
中長期的な少子高齢化の進行等により、
各産業を担う従業員、新規事業者、後継ぎ
人材等が不足し、企業の事業継続に深刻
な影響を与えている。
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■京田辺市産業振興ビジョンとアクションプラン（⾏動計画）の体系 
 

 

 

農業者が⽣き⽣きと
働ける魅⼒あふれる
農業・農村を創造し、
消費者に安全安心な
京田辺市産農産物を
提供するまち

農業

商業者が個性を⽣か
した魅⼒ある店舗づ
くりを⾏い、市内外
の人々が集う、にぎ
わいと活⼒に満ちた、
快適でくらしやすい
まち

商業

多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活
動を⾏い、地域と共
に持続的に発展して
いくまち

工業

1 次代を⾒据えた安定的な農業の
担い⼿の育成

2 消費者ニーズに応える戦略的な
販路開拓⽀援

1 商業の担い⼿の⽀援と育成

2 魅⼒ある店舗づくりと
新商品の創出⽀援

3 子育て世帯や高齢者等みんな
にやさしい買い物環境の整備

1 工業の担い⼿の確保と育成

2 ネットワーク構築による経営資
源の充実に向けた企業⽀援

3 事業活動が⾏いやすい環境整備

4 市⺠・企業・⾏政の相互理解・
連携強化

1 ストーリー性・テーマ性のある
観光地づくり

2 市⺠の郷⼟愛醸成と観光の
担い⼿育成

3 「ひとやすみ観光」を⽣かした
交流人⼝の拡⼤

3 幅広い食育・地産地消の推進

4 豊かな農空間の保持と多様な
活用方法の推進

4 地域の個性を⽣かした商業地の形成

4 ブランド⼒向上による地域経済
の活性化

京田辺市産業振興ビジョン アクションプラン

市⺠が郷⼟愛ととん
ち（アイデア）を
もって安らぎと潤い
のある観光地づくり
を⾏い、市⺠と観光
客が「ひとやすみ」
できるまち

観光

事
業
者
と
市
⺠
が
と
も
に
⼿
を
取
り
、
快
適
な
事
業
環
境
と
豊
か
な
⽣
活
を
創
造
す
る
ま
ち

基本方針分野別ビジョン全体ビ
ジョン 基本戦略

2－(1) 農産物の販路の確保・拡⼤

2－(2) 農産物のブランド化

2－(3) 他業種との連携等による新たな消費の創出

3－(1) 市⺠に親しまれる体験・交流型農業の振興

3－(2) 京田辺市産農産物を活用した地産地消の推進

3－(3) 農産物や農業への理解促進のための食育事業の推進

4－(1) 農地の多面的機能の保全

4－(2) 地域での農業維持の取組に対する⽀援

1－(1) 市⺠が企業を知る機会の創出

1－(2) 企業間交流を⽣かして取り組む人材育成と事業承継の推進

1－(3) 安心して創業できる⽀援体制・環境整備の充実

2－(1) 企業同士をつなげる仕組みづくり
2－(2) ⼤学の研究成果活用や学研都市研究施設との連携による

企業の事業高度化促進

3－(1) 働く舞台（まち）の快適性・安全性の向上

3－(2) 新たな事業用地の創出と既存工業地域における未利用地活用促進

4－(1) 企業の地域貢献活動の促進
4－(2) 地域の魅⼒を企業に伝える取組

2－(3) 成⻑を目指す企業へのプラスワン⽀援(個別育成・重点⽀援）

1－(1) 新たな資源を⽣かした目⽟となる観光商品の確⽴

1－(2) 「体験する・体感する・学ぶ」ことができる観光地づくり

1－(3) 観光客の利便性と快適性を向上するための環境整備

2－(1) 住んでいるまちへの誇りと愛着を⽣む取組

2－(2) 市⺠によるおもてなしの心が広がる取組

2－(3) 観光振興の中核機能の強化

3－(1) 京阪神地域在住者をターゲットとした日帰り観光客の誘客

3－(2) 観光都市（京都・⼤阪・奈良）からの⼀⾜伸ばし観光の推進

3－(3) 市⺠と観光客が交流することによるにぎわいと活気を⽣む取組

4－(1) 知恵とネットワークを⽣かした京田辺らしい特産品の開発

4－(2) 京田辺の逸品・⼟産物の消費拡⼤

1－(1) 新たな農業の担い⼿育成

1－(2) 農地の有効活用に向けた流動化の推進

1－(3) 農業の共同化・法人化⽀援

重点施策

①ふるさと京田辺応援寄附特産品

①地域振興作物（再⽣協）②出前講座・市⺠の茶交流事業 ③茄子・えびいも塾

①農福観連携協議会への⽀援

①市⺠農園の利用促進

①⽣活研究グループ料理教室（市⺠対象の京田辺市産農産物を使った料理教室開催の⽀援）
②京田辺特産品健幸（健康）レシピ開発

①学校給食での地産地消、食育の日・まるごときょうとの日事業

①多面的機能⽀払交付⾦ ②中⼭間地域等直接⽀払交付⾦ ③持続性の高い農業⽣産方式の導入の推進

①⼟地改良事業 ②京⼒農場プランの作成と実質化の推進・集落会議農地中間管理機構（農地集積バンク）、利用権設定等促進事業
③有害鳥獣被害対策

1－(1) 商業団体への活動⽀援

1－(2) 事業承継や新事業展開への⽀援

1－(3) 新たな商業の担い⼿の発掘と育成

2－(1) 魅⼒ある⼩売店・飲食店の集積や特⾊ある商店街形成の⽀援

2－(2) 消費者ニーズに応える新商品の創出⽀援

2－(3) 市内外に向けた店舗の魅⼒発信と利用促進

3－(1) 買い物困難者に対する⽀援
3－(2) 誰もが利用しやすい店舗づくり
4－(1) 各商業集積地への来街促進

①商工会事業への⽀援

①事業承継に向けた世代間交流の場づくり（Fabスペース事業）

①中⼩企業の人材確保事業への⽀援 ②創業機運の醸成（創業⽀援等事業計画）

①商店街と学⽣団体等との連携による商店街にぎわいづくりの⽀援

①中⼩企業の展示会等出展への⽀援

①企業PR展の開催 ②商工会が⾏う市内店舗利用促進の取組への⽀援

①移動販売・配達等⽀援による買い物環境の整備

①店舗のバリアフリー化等への⽀援

①マルシェ等商業イベントの開催⽀援と店舗への誘導

①企業PR展の開催 ②企業と連携した工場⾒学ツアーの開催

①Fabスペース事業
①D-eggを核とした起業家育成と卒業企業の市内⽴地誘導 ②中⼩企業の人材確保事業への⽀援
③創業機運の醸成（創業⽀援等事業計画）
①複数企業の連携による新製品開発⽀援

①中⼩企業の産業財産権取得、産学連携事業への⽀援
②産学連携コーディネーターによる企業訪問と⼤学・研究機関とのマッチング⽀援

①事業環境向上（利便性・安全対策）のための企業と⾏政の懇談の場づくり

①新たな事業用地（南田辺⻄）の開発、企業誘致
①地域貢献企業表彰事業
①働くキョウタナビト事業

①中⼩企業の展示会等出展への⽀援

①「日本茶800年の歴史散歩」を⽣かした観光振興 ②観光協会による地域密着型観光プランの企画提案、イベント開催の⽀援

①企業と連携した工場⾒学ツアーの開催 ②四季や⾥⼭など⾃然を感じることができる景観整備、イベント開催や情報発信
③京田辺市産農産物を使ったイベント開催や情報発信

①観光案内機能の充実 ②新たな観光拠点の整備

①観光人材の育成

①京田辺の魅⼒を伝えるボランティアガイド活動の⽀援

①観光協会の組織強化⽀援

①京阪神地域在住者が日帰り観光したくなる観光プランの開発及びPR ②鉄道会社・バス会社等と連携した観光PR
①アジア圏をターゲットとしたインバウンド観光の取組
②京都やましろ観光ネットワークを核とした広域観光の取組
①普賢寺ふれあいの駅を拠点とした交流促進 ②友好関係にある都市との交流を⽣かした観光・物産PR

①農業者と商業者のマッチングによる京田辺市産農産物等を活用した商品開発の促進

①集客⼒のある場所での特産品等のアンテナショップ設置 ②京田辺ブランド⼀休品のPR及び認定⽀援
③マルシェ等商業イベントの開催⽀援と店舗への誘導

①農業次世代人材投資事業

①京⼒農場プランの作成と実質化の推進

①国・府・市の⽀援策の活用

4－(3) ⽀援情報を適切な時期に効果的に伝達する仕組みづくり ①企業巡回訪問の実施と継続的なニーズ把握
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(４)産業振興ビジョンの進⾏管理について 
前述のようにアクションプランは、京田辺市産業振興ビジョンの進行管理の一環として

策定したものです。ビジョン全体の進行管理については、以下に基づいて進めていきます。 

評価の流れ 

①内部点検 
各担当部署がアクションプランに基づき、産業振興ビジョン進行管理点検シートを作

成し、事業の実施状況について内部点検を実施します。 

 

②検証・評価 
ビジョン評価チーム（ビジョン推進委員の一部及び外部関係者で組織）が①で作成し

た点検シートの報告をもとに、主に計画の進捗・手法・効果について検証・評価します。 
 
③改善指示 

ビジョン推進委員会が②の評価結果を踏まえ、今後の取組方向性等の改善を指示しま

す。 
 

④事業改善 
アクションプランには、現時点でビジョン達成のために効果的であると考えられる事

業を掲載しています。計画期間中の社会情勢の変化等に対応するため、掲載内容にとら

われることなく、その時点での必要性• 効果を考慮し、推進委員会での検証を踏まえ、

必要に応じて、柔軟に事業を見直すものとします。 

 
⑤評価結果公表 

評価結果報告書をとりまとめ、ホームページ等において公表します。 

計画の運用にあたっては、市が進める施策に理解が得られるよう、市民、事業者に継

続的に周知し、満足度や新たなニーズの把握に努めます。 

例：企業・団体訪問等を通じたビジョン概要版、毎年度の評価報告書の配付など。 
 

点検項目 

①活動指標（毎年度） 
事業ごとに目的達成のため行った活動内容と活動量を示す活動指標を設定します。 

毎年度の事業実施状況をこの指標に基づき点検します。 
  

②成果指標（５年ごと） 
京田辺市第3次総合計画(後期基本計画)を基本としつつ、第4次総合計画を踏まえて設

定する指標を成果指標として用います。 

また、施策体系の基本戦略をもとにした市民意識調査及び事業者、関係団体等へのヒ

アリング（レビュー）調査の結果も合わせて参考資料として点検します。 
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■進⾏管理・評価の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)産業振興ビジョン推進体制 
産業振興ビジョンは、「事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を

創造するまち」というビジョンのとおり、市民・地域と事業者、行政、関係機関が市産業

の振興を目的に積極的に連携し参加する中で推進します。 
 

■推進体制 
 

 

 事業者

産業振興

京田辺市

京都府、京都産業21、京田辺市商工会、
関⻄⽂化学術研究都市推進機構、
⾦融機関、教育機関、研究機関 等

⾏政・⽀援機関

連携

市⺠・地域

・イベント等への参加
・市内店舗・地元産品の利用
・地域や企業の魅⼒の理解

・雇用、地域貢献
・災害時の協⼒
・市内店舗・地元産品の活用

各種⽀援、経済活性化の施策

主体的な取組

コーディネート機能

産業振興ビジョン
推進委員会

評価チーム
推進委員＋外部関係者

成果指標・活動指標
に基づく成果検証・評価

評価結果報告

内部点検結果報告 事業改善指示

●活動指標による内部点検
●市⺠・事業者満⾜度調査
●事業所・関係団体等レビュー

市

満⾜度やニーズの把握 市⺠・事業者への公表

市⺠・事業者産業振興ビジョン策定
（ビジョン・アクションプラン）

実施・運用
目指す姿、成果を意識した
施策・事業の推進

評価結果の活用
柔軟な事業の⾒直し
市⺠・事業者への公表

点検・成果検証
活動状況の内部点検及び
推進委員会(評価チーム)
による事業結果の検証・評
価、改善指示
（毎年度）

ビジョンの実現

平成32・37年度
達成状況検証
（成果指標、市⺠・事業者満⾜度調査、
事業者・関係団体等レビュー）
後期アクションプラン策定
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(６)アクションプランの⾒方 
A. 分野のビジョン  

10年後の各分野の理想的な姿（状態）を示しています。 

B. 基本方針 
理想的な姿の基本的な考え方、目標を示しています。 

C. 基本戦略 
基本方針に基づく事業展開の方向性を示しています。 

D. 事業名 
基本戦略に基づきビジョンを実現するための事業の名称を示しています。 

分野間連携や同一分野内で複数の目的を持つ事業は【 】内に再掲先を記載しています。 

E. 事業の概要 
どこで誰に対してどのような事業を実施するのか、具体的な内容を示しています。 

F. 事業の目的（5年後の事業効果） 
アクションプランの終了時点に実現すべき事業効果（状態）を示しています。 

G. 実施期間 
検討段階、実施段階等、時期により状況が異なるため、その内容を示しています。 

H. 活動指標 
事業が計画通り進捗しているかを測る目安となる参考値を記載しています。数値の達成

を目的とするものではなく、最終的に達成すべき内容は「事業の目的」に示しています。 

また、補助件数とは、補助金を交付した事業の件数、支援件数とは、支援を行った事業

の件数、活動件数とは、目的達成のために活動した事業件数を表しています。 

I. 市担当課・関係機関 
市の担当課と事業を実施する際に協力を要請する機関を記載しています。 

■記載イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

B 

C 

D E F 
G 

H 
I
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(７)各分野のアクションプラン 
 

 

■ 農業振興のアクションプラン・・・Ｐ． ９～１２ 

 

■ 商業振興のアクションプラン・・・Ｐ．１３～１５ 

 

■ 工業振興のアクションプラン・・・Ｐ．１６～１９ 

 

■ 観光振興のアクションプラン・・・Ｐ．２０～２３ 
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＜基本方針１＞次代を見据えた安定的な農業の担い手の育成

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

５件 ５件 ５件 ５件

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

総プラン数 総プラン数 総プラン数 総プラン数

３地区 ５地区 ８地区 １０地区

実質化数 実質化数 実質化数 実質化数

【農4(2)①】 ２地区 ３地区 ５地区 ７地区

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

集落営農組織数　 集落営農組織数　 集落営農組織数　 集落営農組織数　

５団体 ５団体 ５団体 ５団体

＜基本方針２＞消費者ニーズに応える戦略的な販路開拓支援

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

農産物返礼品
登録数

農産物返礼品
登録数

農産物返礼品
登録数

農産物返礼品
登録数

４８件 ５０件 ５２件 ５４件

■農業振興のビジョン

「農業者が生き生きと働ける魅力あふれる農業・農村を創造し、消費者に安全安心な京田辺市産農産物を提供するまち」

基本戦略

（１）新たな農業の担い手育成

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

実施
期間

活動
指標

基本戦略

（２）農地の有効活用に向けた流動化の推進

事業名 事業の概要

①京力農場プランの作成と実質
化の推進

①農業次世代人材投資事業

国の「農業次世代人材投資事
業」を活用する新規就農者につ
いて、京都府・ＪＡと連携して指
導・育成に取り組む。

新規就農者が就農計画を達成
し地域の担い手となる。

農政課

ＪＡ京都やましろ

京都府農業改良

普及センター

（３）農業の共同化・法人化支援

集落会議・地域営農プランの取
組支援を通じて、各地域の１０
年後の営農状況と農地の姿を、
京力農場プランの作成により地
域で共有するとともにプランの実
質化を進める。

各地域において農地の現状と
将来の姿を把握し、地域の担い
手への農地・営農の集約を進め
る。

農政課

基本戦略

各地域において営農の集団化・
共同化を進め、地域の農業を地
域で守る体制づくりを行う。

①国・府・市の支援策の活用
集落営農組織への支援

国・府・市の集落営農組織等へ
の営農活動や農業設備・機械
の導入等に対する支援施策の
活用を推進する。

農政課

京都府

ＪＡ京都やましろ

実施
期間

活動
指標

事業の目的
（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

農業委員会

ＪＡ京都やましろ

京都府農業会議

実施
期間

活動
指標

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①ふるさと京田辺応援寄附特産
品

ふるさと納税の返礼品への本市
産農作物・加工品の登録を推進
する。

本市の特産農産物等のＰＲと販
路拡大を図る。

農政課
実施
期間

活動
指標

（１）農産物の販路の確保・拡大

基本戦略
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市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

産地交付金交付
件数

産地交付金交付
件数

産地交付金交付
件数

産地交付金交付
件数

３１件 ３２件 ３３件 ３４件

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

２回 ２回 ３回 ４回

参加人数 参加人数 参加人数 参加人数

１０人 １０人 １５人 ２０人

R4 R5 R6 R7

実施

修了者数 修了者数 修了者数 修了者数

５人 ５人 ５人 ５人

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

事業開催回数 事業開催回数 事業開催回数 事業開催回数

６回 ６回 ６回 ６回

参加団体数 参加団体数 参加団体数 参加団体数

２０団体 ２０団体 ２０団体 ２０団体

＜基本方針３＞幅広い食育・地産地消の推進

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

開設園数　 開設園数　 開設園数　 開設園数　

４カ所 ４カ所 ４カ所 ４カ所

利用区画数 利用区画数 利用区画数 利用区画数

70% 70% 70% 70%

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

ＪＡ京都やましろ

事業名 事業の概要

基本戦略

（２）農産物のブランド化

事業の目的
（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

農政課

地域農業再生協
議会

②出前講座・市民の茶交流事
業

出前講座と、日本茶インストラ
クターで構成された市民団体
と市民によるお茶の交流事業
を実施する。

玉露及び特産農産物に触れ
る機会づくりを通して普及・啓
発を図る。

農政課

水田収益力強化ビジョンに基
づき、水田の有効活用を進め
る。

稲作から高収益作物栽培へ
の転換を推進する。

実施
期間

活動
指標

①地域振興作物（再生協）

実施
期間

実施
期間

活動
指標

基本戦略

（１）市民に親しまれる体験・交流型農業の振興

①市民農園の利用促進 市民農園の運営を支援する。

基本戦略

（３）他業種との連携等による新たな消費の創出

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①農福観連携協議会への支
援

市民が農業に親しむ場を作
り、農業への理解を広める。

実施
期間

③茄子・えびいも塾
ＪＡ京都やましろが開催する
農家育成塾を支援する。

特産農産物の担い手を確保
する。

農政課

京田辺農福観地域づくり協議
会の活動に参画する。

市内団体を支援し、市内産農
産物のＰＲを農業・福祉・観光
の各分野が連携して実施する
とともに地産地消を推進す
る。

産業振興課
農政課

実施
期間

活動
指標

市民団体等

活動
指標

京田辺農福観
地域づくり協議
会

活動
指標

市民農園を運営
する農家組合

農政課
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市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

２回 ２回 ２回 ２回

参加人数 参加人数 参加人数 参加人数

２０人 ２０人 ２０人 ２０人

R4 R5 R6 R7

実施

レシピ発表数 レシピ発表数 レシピ発表数 レシピ発表数

６回 ６回 ６回 ６回

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

実施回数 実施回数 実施回数 実施回数

１回 １回 １回 １回

＜基本方針４＞豊かな農空間の保持と多様な活用方法の推進

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

協議回数 協議回数 協議回数 協議回数

８地区 ８地区 ８地区 ８地区

R4 R5 R6 R7

実施

集落協定数 集落協定数 集落協定数 集落協定数

４地区 ４地区 ４地区 ４地区

R4 R5 R6 R7

実施

研修等参加回数 研修等参加回数 研修等参加回数 研修等参加回数

１回 １回 １回 １回

活動
指標

京田辺市生活研

究グループ

活動指標

基本戦略

実施
期間

実施
期間

活動
指標

実施
期間

②中山間地域等直接支払交付
金

中山間地域など耕作条件の不
利な地域における耕作放棄を防
止するため、共同化や農地の流
動化などの取組に対して補助金
を交付する。

条件不利補正・担い手の育成
等による農業生産活動等の維
持を通じて、中山間地域等にお
ける耕作放棄の発生を防止し多
面的機能を確保する。

（２）京田辺市産農産物を活用した地産地消の推進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

①生活研究グループ料理教室
（市民対象の京田辺市産農産
物を使った料理教室開催の支
援）

京田辺市生活研究グループが
実施する料理教室に支援を行
う。

お米や野菜、お茶など京田辺市
産農産物の活用方法や特徴、
品質を市内に広く発信し、認知
度を高めるとともに地産地消を
推進する。

実施
期間

活動
指標

③持続性の高い農業生産方式
の導入の推進

国の「みどりの食料システム戦
略」の進捗を注視しながら、有
機農業をはじめとする持続性の
高い生産方式の普及方法を研
究する。

農業の自然循環機能が維持増
進されることにより、その持続的
な発展を図る。

実施
期間

農政課

活動
指標

京田辺市食生活改善推進員協
議会が実施する、市の特産品で
あるお米、玉露・碾茶、なす、え
びいも、たけのこ等を活用したレ
シピの開発と市民への紹介など
の取り組みへの支援を行う。

京田辺市の特産農産物を活用
したレシピの開発と情報発信に
取り組むことで食育や健康への
意識を高めるとともに、特産農
産物の認知度を高め、地産地消
を推進する。

健康推進課

基本戦略

（１）農地の多面的機能の保全

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①学校給食での地産地消、食
育の日・まるごときょうとの日事
業

農政課

学校給食における地元産食材
の活用を進める。

食育を推進し、お米や野菜等地
域の農作物と農業に対する児
童の理解を深めるとともに地産
地消を推進する。

学校給食課

ＪＡ京都やましろ

基本戦略

（３）農産物や農業への理解促進のための食育事業の推進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

②京田辺特産品健幸（健康）レ
シピ開発

京田辺市食生活
改善推進員協議
会

農政課

各地域の集落
協定

実施
期間

活動
指標

①多面的機能支払交付金

農地、農業用施設の維持管理
及び保全活動を農業者と非農
家組織が実施し、地域集落の自
然環境の向上を図る事業に対し
て補助金を交付する。

農業・農村の有する多面的機能
の維持・発揮を図るための地域
の共同活動に係る支援を行い、
地域資源の適切な保全管理を
推進する。

農政課

各地域の協議
会

活動
指標
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市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

材料支給件数 材料支給件数 材料支給件数 材料支給件数

２０件 ２０件 ２０件 ２０件

工事費補助件数 工事費補助件数 工事費補助件数 工事費補助件数

１５件 １５件 １５件 １５件

R4 R5 R6 R7

実施

総プラン数 総プラン数 総プラン数 総プラン数

３地区 ５地区 ８地区 １０地区

実質化数 実質化数 実質化数 実質化数

【農1⑵①】 ２地区 ３地区 ５地区 ７地区

R4 R5 R6 R7

実施

イノシシ捕獲数 イノシシ捕獲数 イノシシ捕獲数 イノシシ捕獲数

３０頭 ３０頭 ３０頭 ３０頭

地域での取組件数 地域での取組件数 地域での取組件数 地域での取組件数

２件 ２件 ２件 ２件

活動
指標

農業委員会

ＪＡ京都やましろ

京都府農業会議

活動
指標

活動
指標

①土地改良事業
地域が主体的に行う農道・水路
等の農業用施設の維持・修繕
に係る取り組みを支援する。

地域の農地の保全活動を支援
し、営農の持続的発展を図る。

実施
期間

農政課

②京力農場プランの作成と実質
化の推進・集落会議
農地中間管理機構（農地集積
バンク）、利用権設定等促進事
業

基本戦略

（２）地域での農業維持の取組に対する支援

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

③有害鳥獣被害対策

農作物や農地に被害を及ぼす
イノシシの捕獲を進めるととも
に、被害低減に向けた地域での
自主的な取り組みの実施を支
援する。

イノシシの個体数低減と地域の
防除策を推進することで、被害
を減少させる。

農政課

農地中間管理機構や利用権設
定等の制度を利用し、地域の実
情を勘案しつつ、意欲ある農業
者への農用地の利用集積を図
る。

農地の有効活用に向けた流動
化の推進、認定農業者など担い
手の育成・確保と集落営農推進
や農地利用集積等により耕作
放棄地の解消を図る。

農政課
実施
期間

実施
期間
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＜基本方針１＞商業の担い手の支援と育成

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

２件 ２件 ２件 ２件

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

新規登録者数 新規登録者数 新規登録者数 新規登録者数

１０名 １０名 １０名 １０名

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

【工1⑶②】 ５件 ５件 ５件 ５件

R4 R5 R6 R7

実施

事業回数 事業回数 事業回数 事業回数

【工1⑶③】 ２回 ２回 ２回 ２回

②創業機運の醸成（創業支援
等事業計画）

創業支援等事業計画に基づ
き、啓発セミナー、学生への
体験事業等の創業機運醸成
事業を実施する。

創業無関心層を中心に、情報
提供等を行うことで、新たな創
業者の発掘に繋げる。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会
中小機構
政策金融公庫

①中小企業の人材確保事業
への支援

雇用確保のための求人広告・
人材紹介サービス活用事業
等に対して補助金を交付す
る。

人材確保等経営課題の解決
に取り組む企業を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

基本戦略

（３）新たな商業の担い手の発掘と育成

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）
実施期間

活動指標

①事業承継に向けた世代間
交流の場づくり（Fabスペース
事業）

デジタル加工機器等の共同
利用施設コミュニティ工房D-
fabの運営及び同施設を活用
した各種事業を行う。

D-fabの運営を通じて、利用者
による世代間交流を進め、産
業の担い手の創出、専門人
材の育成に繋げる。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会

同志社大学

中小機構

京都産業２１

関西文化学術研究都市推進機構

基本戦略

（２）事業承継や新事業展開への支援

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①商工会事業への支援

商工会が行う市内小規模事
業者への支援事業及び商工
業振興に寄与する事業に対し
て補助金を交付する。

商工会が市内小規模事業者
に効果的な支援を行うととも
に商工業の活性化を図る。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会

■商業振興のビジョン

「商業者が個性を生かした魅力ある店舗づくりを行い、市内外の人々が集う、にぎわいと活力に満ちた、快適でくらしやすいまち」

基本戦略

（１）商業団体への活動支援

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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＜基本方針２＞魅力ある店舗づくりと新商品の創出支援

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

事業回数 事業回数 事業回数 事業回数

１件 １件 １件 １件

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

【工2(3)①】 １０件 １０件 １０件 １０件

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

【工1⑴①】 １回 １回 １回 １回

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

１件 １件 １件 １件

②商工会が行う市内店舗利
用促進の取組への支援

商工会が実施する「まちゼ
ミ」、「ワンコインバル」等の店
舗利用促進事業等に対して
補助金を交付する。

市内の店舗の魅力を事業者
や商工会等と連携しながら市
民・近隣住民に発信し、市内
店舗の利用者を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会

①企業PR展の開催

多数の市民が来場する市民
祭りに市内企業のPRブースを
設置し、事業概要の説明や体
験等を通じて宣伝することで、
市民と企業が交流する機会を
作る。

企業の魅力や特徴を発信す
る機会を通じて、市民への企
業への理解や関心を高め、市
内店舗の利用者を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

基本戦略

（３）市内外に向けた店舗の魅力発信と利用促進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①中小企業の展示会等出展
への支援

企業が単独で展示会等に出
展する事業に対して補助金を
交付する。

自社製品・技術の特徴、強み
を生かし、新規顧客の開拓に
積極的に取り組む企業を増や
す。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

基本戦略

（２）消費者ニーズに応える新商品の創出支援

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①商店街と学生団体等との連
携による商店街にぎわいづく
りの支援

商店街と商業団体、学生団
体、市民団体等が連携して行
う地域資源を生かして商店街
の賑わいを創出する事業に対
して補助金を交付する。

事業者団体等と学生団体等
が連携してアイデアを生かし
た事業を行い、賑わいを創出
する。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会

基本戦略

（１）魅力ある小売店・飲食店の集積や特色ある商店街形成の支援

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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＜基本方針３＞子育て世帯や高齢者等みんなにやさしい買い物環境の整備

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

事業者数 事業者数 事業者数 事業者数

1社 1社 2社 2社

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

事業者数 事業者数 事業者数 事業者数

1社 1社 2社 2社

＜基本方針４＞地域の個性を生かした商業地の形成

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

事業回数 事業回数 事業回数 事業回数

【観４⑵③】 ５回 ５回 ５回 ５回

①マルシェ等商業イベントの
開催支援と店舗への誘導

市内店舗の認知度を高め、市
内外から集客を図るためのマ
ルシェ・グルメイベント等の開
催を支援する。

事業者や各種団体、商工会
等が連携し、魅力ある商品・
サービスを提供し、イベントを
きっかけに各店舗へ誘導しお
得意様を獲得する。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会
農福観地域づ
くり協議会

基本戦略

（１）各商業集積地への来街促進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①店舗のバリアフリー化等へ
の支援

既存店舗のバリアフリー化等
に対して補助金を交付する。

高齢者、障がい者のほか、子
育て世帯にも優しい店舗を増
やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会

基本戦略

（２）誰もが利用しやすい店舗づくり

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①移動販売・配達等支援によ
る買い物環境の整備

高齢者や子育て世帯など長
距離移動による買い物に困
難が生じる方々へ向けた移動
販売、配達等を行う商業者へ
の支援を行う。

高齢者や子育て世帯等の買
い物困難者の快適な買い物
環境をつくり、買い物に不便を
感じる市民を減らす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会

基本戦略

（１）買い物困難者に対する支援

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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＜基本方針１＞工業の担い手の確保と育成

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

【商2(3)①】 １回 １回 １回 １回

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

【観1⑵①】 ３回 ３回 ３回 ３回

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

新規登録者数 新規登録者数 新規登録者数 新規登録者数

１０名 １０名 １０名 １０名

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

３件 ３件 ３件 ３件

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

【商1(3)①】 ５件 ５件 ５件 ５件

②企業と連携した工場見学ツ
アーの開催

市民や学生を対象に市内企業
の事業現場を見学するツアーを
開催する。

市民と企業の交流促進を通じ
て、市民の企業への理解や関
心を高め、雇用創出に繋げるこ
とにより、企業の雇用（求人）が
集まりやすい状況をつくる。市内
企業への市民の就業者増加を
図る。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

①企業PR展の開催

多数の市民が来場する市民祭
りに市内企業のPRブースを設置
し、事業概要の説明や体験等を
通じて宣伝することで、次世代を
担う子どもをはじめ、市民と企業
が交流する機会を作る。

企業の魅力や特徴を発信する
機会を通じて、市民の企業への
理解や関心を高め、雇用創出に
繋げることにより、企業の雇用
（求人）が集まりやすい状況をつ
くる。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

（２）企業間交流を生かして取り組む人材育成と事業承継の推進

（３）安心して創業できる支援体制・環境整備の充実

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

■工業振興のビジョン

「多様な企業が強みを磨き、快適に事業活動を行い、地域と共に持続的に発展していくまち」

（１）市民が企業を知る機会の創出

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

活動指標

Fabスペース事業

デジタル加工機器等の共同利
用施設コミュニティ工房D-fabの
運営及び同施設を活用した各種
事業を行う。

デジタル加工機器の共同利用
施設の運営を通じて、技術人材
の育成から、企業、技術者、起
業家、学生といった多様な人々
の交流を通じて人材サイクルを
構築する。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会・同志社大学

中小機構・京都産業２１

関西文化学術研究都市推

進機構

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

②中小企業の人材確保事業へ
の支援

市内企業の雇用確保のための
求人広告・人材紹介サービス活
用事業等に対して補助金を交付
する。

人材確保といった経営課題の解
決に取り組む企業を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

①D-eggを核とした起業家育成
と卒業企業の市内立地誘導

補助金交付等によるD-egg入居
企業の支援および、卒業企業市
内立地への補助金交付を行う。

同志社大学等と連携し、将来有
望な起業家を育成するとともに、
D-eggを卒業後、市内に定着し
て事業を行う企業を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

京都府

中小機構

同志社大学
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市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

事業回数 事業回数 事業回数 事業回数

【商1(3)②】 ２回 ２回 ２回 ２回

＜基本方針２＞ネットワーク構築による経営資源の充実に向けた企業支援
基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

製品数 製品数 製品数 製品数

１件 １件 １件 １件

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

５件 ５件 ５件 ５件

R4 R5 R6 R7

実施

面談件数 面談件数 面談件数 面談件数

２００件 ２００件 ２００件 ２００件

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

【商2⑵①】 １０件 １０件 １０件 １０件

①中小企業の展示会等出展
への支援

企業が単独で展示会等に出
展する事業に対して補助金を
交付する。

自社製品・技術の特徴、強み
を生かし、新規顧客の開拓に
積極的に取り組む企業を増や
す。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

（３）成長を目指す企業へのプラスワン支援（個別育成・重点支援）

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

②産学連携コーディネーター
による企業訪問と大学・研究
機関とのマッチング支援

同志社大学を通じ産学連携
コーディネーターを配置し、関
係機関と協力し企業訪問によ
るニーズ把握、大学・研究機
関のシーズ（研究成果）との
マッチングを行う。

大学・研究機関と連携した事
業高度化に関心を持ち、事業
化を行う企業を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

同志社大学
金融機関
学研都市推進機
構

①中小企業の産業財産権取
得、産学連携事業への支援

中小企業が実施する産業財
産権取得事業、産学連携事
業に対して補助金を交付す
る。

大学等との連携により、事業
の高度化、オンリーワン製品・
技術の開発に取り組む競争
力の高い企業を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

同志社大学
金融機関
学研都市推進機
構

（２）大学の研究成果活用や学研都市研究施設との連携による企業の事業高度化促進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①複数企業の連携による新
製品開発支援

市内複数企業が連携して取り
組む、地域資源を活用した
テーマ型の新製品・技術開発
に対して補助金を交付する。

各企業の強みを生かし、連携
して新製品開発に取り組む企
業を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会

産業振興課

活動
指標

商工会
中小機構
政策金融公庫

（１）企業同士をつなげる仕組みづくり

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

③創業機運の醸成（創業支援
等事業計画）

創業支援等事業計画に基づ
き、啓発セミナー、学生への
体験事業等の創業機運醸成
事業を実施する。

創業無関心層を中心に、情報
提供等を行うことで、新たな創
業者の発掘に繋げる。

実施
期間
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＜基本方針３＞事業活動が行いやすい環境整備
基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

２回 ２回 ２回 ２回

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

情報提供 情報提供 情報提供 情報提供

３回 ３回 ３回 ３回

＜基本方針４＞市民・企業・行政の相互理解・連携強化

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

表彰企業 表彰企業 表彰企業 表彰企業

２社 ２社 ２社 ２社

基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

広報誌掲載回数 広報誌掲載回数 広報誌掲載回数 広報誌掲載回数

６回 ６回 ６回 ６回

①働くキョウタナビト事業

市内企業を取材し、その特徴
的な事業、働く人の思いを、コ
ラム化し、ホームページへ掲
載すると共に、広報誌掲載、
庁舎ロビーでの製品紹介を行
う。

ホームページ、広報誌等で市
内企業の事業、そこで働く人
の姿を伝えることで、市民と企
業の相互理解を深め、担い手
の確保、市内での経済循環に
繋げる。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

秘書広報課

（２）地域の魅力を企業に伝える取組

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①地域貢献企業表彰事業

清掃・環境保全活動、地域行
事への参加など、地域貢献活
動を積極的に行う企業を表
彰、周知する。

地域貢献活動を積極的に行う
企業を増やし、地域、市内企
業、行政間の相互理解、連携
を深める。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

（１）企業の地域貢献活動の促進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①新たな事業用地（南田辺
西）の開発、企業誘致

学研南田辺西地区等新たに
開発される事業用地について
の情報提供、大都市圏でのプ
ロモーション等を行うことで企
業誘致を進める。

新たに開発される事業用地へ
の企業誘致を図り、市内に立
地する企業の増加を目指す。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

京都府

（２）新たな事業用地の創出と既存工業地域における未利用地活用促進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①事業環境向上（利便性・安
全対策）のための企業と行政
の懇談の場づくり

公共交通の利便性向上、道
路の安全対策等、市内の事
業環境上の問題点について
市と企業協議会等とで情報交
換を行う会議を開催する。

市内の事業環境の具体的な
問題点等の情報を共有し、市
の施策に生かす場をつくる。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

（１）働く舞台（まち）の快適性・安全性の向上

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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基本戦略

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

面談件数 面談件数 面談件数 面談件数

１００件 １００件 １００件 １００件

（３）支援情報を適切な時期に効果的に伝達する仕組みづくり

産業振興課

活動
指標

商工会

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①企業巡回訪問の実施と継
続的なニーズ把握

市内企業を定期的に訪問し、
課題やニーズなどの掘り起こ
しを行い、商工会等関係機関
と共有・分析し、市内企業の
最新の動向を把握すること
で、適切な支援を行うと共に、
支援施策等に反映する。

市・商工会担当者が市内企業
の状況や動向を熟知して、企
業の状況に応じた支援体制を
構築する。

実施
期間
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＜基本方針１＞ストーリー性・テーマ性のある観光地づくり

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

活動件数 活動件数 活動件数 活動件数

５件 ５件 ５件 ５件

R4 R5 R6 R7

実施

参加人数 参加人数 参加人数 参加人数

３０名 ４０名 ４０名 ５０名

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

【工1(1)②】 ３回 ３回 ３回 ３回

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

４件 ４件 ４件 ４件

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

１回 １回 １回 １回

③京田辺市産農産物を使った
イベント開催や情報発信

お茶やお茶を使ったスイーツ、
京都田辺なすやえびいもなど
特産品を使った食に関するイ
ベントを開催し、市内外からの
誘客を行う。

京田辺市産農産物を重要な
観光資源と位置づけ、これを
活用したイベント等を開催し、
食に関心のある客層を呼び込
む。

実施
期間

農政課
産業振興課

活動
指標

JA京都やましろ

観光協会

②四季や里山など自然を感じ
ることができる景観整備、イベ
ント開催や情報発信

桜や菜の花、紅葉など四季の
自然を楽しめるスポットの情報
発信やイベントを開催、植樹
等維持管理事業を行う団体に
対して補助金を交付する。

市の四季の移ろいや自然を
感じられるスポットを観光地と
して確立し、市民だけではな
く、市外からの来訪者を増や
す。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

①企業と連携した工場見学ツ
アーの開催

市民や学生を対象に市内企
業の事業現場を見学するツ
アーを開催する。

体験・体感できる工場見学ツ
アーを新たな産業観光メ
ニューとして開発し、観光資源
の充実を図る。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

商工会
観光協会

基本戦略

（２）「体験する・体感する・学ぶ」ことができる観光地づくり

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

②観光協会による地域密着
型観光プランの企画提案、イ
ベント開催の支援

観光協会が市内事業者や農
業者と連携して実施する地域
密着型観光プラン、集客イベ
ントの開催に対して補助金を
交付する。

観光協会が中心となり、市内
事業者や農業者等とのネット
ワークを構築し、地域密着型
観光で来訪者を増やす。

実施
期間

産業振興課
農政課

活動
指標

観光協会

①「日本茶800年の歴史散歩」
を生かした観光振興

「日本茶８００年の歴史散歩」
が日本遺産に認定されるな
ど、本市の「お茶」に関する認
知度向上の機会をいかし、関
係機関が行うお茶をテーマに
した事業企画等へ支援を行
う。

「お茶を感じられるまち京田
辺」をPRして、市観光の特色
を出す。

実施
期間

経済環境政
策推進室
産業振興課
農政課

活動
指標

京都府
観光協会

■観光振興のビジョン

「市民が郷土愛ととんち（アイデア）をもって安らぎと潤いのある観光地づくりを行い、市民と観光客が「ひとやすみ」できるまち

基本戦略

（１）新たな資源を生かした目玉となる観光商品の確立

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

実施件数 実施件数 実施件数 実施件数

１件 １件 １件 １件

R4 R5 R6 R7

実施

来場者数 来場者数 来場者数 来場者数

２，０００名 ３，０００名 ３，０００名 ３，０００名

＜基本方針２＞市民の郷土愛醸成と観光の担い手育成

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

講座開催 講座開催 講座開催

３回 ３回 ３回

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

支援件数 支援件数 支援件数 支援件数

５件 ５件 ５件 ５件

①京田辺の魅力を伝えるボラン
ティアガイド活動の支援

観光ボランティアガイド協会が実
施する観光ガイドや集客イベン
ト等の支援を行う。

観光ボランティアガイド協会の事
業の活性化、発展を通じて，観
光振興を担う市民を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

基本戦略

（２）市民によるおもてなしの心が広がる取組

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①観光人材の育成
観光協会を中心に、お茶の京都
DMO等と連携して、市内観光関
係事業者等の人材育成を行う。

市内観光関係者等の観光人材
としての育成に取り組むことによ
り、市内の観光資源発掘等まち
への参加者意識及び関心拡大
を図る。

実施
期間

産業振興課
農政課

活動
指標

商工会
お茶の京都DMO

基本戦略

（１）住んでいるまちへの誇りと愛着を生む取組

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

②新たな観光拠点の整備

観光協会による本市の特産品
であるお茶の淹れ方体験など観
光体験できるイベントスペース
を併設した観光拠点整備を支援
する。

市内観光の起終点となる体験
型情報発信拠点を整備すること
で、来訪者数の拡大と滞在時間
の増加による観光消費額拡大
を図る。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

①観光案内機能の充実

観光客のニーズに合わせた観
光案内パンフレットやホーム
ページの充実、必要な箇所への
観光案内標識等の整備を行う。

初めて京田辺市を訪れた方でも
迷わず快適に楽しく観光ができ
る環境を作るとともに、より長く
京田辺で過ごしていただけるよ
うな訪問スポット等の情報案内
を行う。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

基本戦略

（３）観光客の利便性と快適性を向上するための環境整備

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

補助件数 補助件数 補助件数 補助件数

６件 ６件 ６件 ６件

＜基本方針３＞「ひとやすみ観光」を生かした交流人口の拡大

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

活動件数 活動件数 活動件数 活動件数

５件 ５件 ５件 ５件

R4 R5 R6 R7

実施

活動件数 活動件数 活動件数 活動件数

５件 ５件 ５件 ５件

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

配布部数 配布部数 配布部数 配布部数

０部 ２００部 ２００部 ２００部

R4 R5 R6 R7

実施

活動件数 活動件数 活動件数 活動件数

１件 １件 １件 １件

②京都やましろ観光ネット
ワークを核とした広域観光の
取組

京都府、山城地域の市町村と
連携し、広域でのツアー企
画・旅行会社等へのプロモー
ション活動を行う。

広域での観光ツアー企画を促
進し、商品バリエーションを充
実させ、スケールメリットを生
かした誘客を行う。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

京都府
近隣市町
観光協会

①アジア圏をターゲットとした
インバウンド観光の取組

外国人向け観光プランの企
画、開発や中国語を中心とし
た多言語パンフレットを作成、
配布する。

関西万博を見据え、関係団
体、事業者の受け入れ体制を
整え、アジア圏からの観光客
を呼び込む。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会
商工会

基本戦略

（２）観光都市（京都・大阪・奈良）からの一足伸ばし観光の推進

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

②鉄道会社・バス会社等と連
携した観光PR

JR・近鉄沿線駅頭へのパンフ
レット配架や鉄道・バスを利用
した観光イベントを企画する。

鉄道会社・バス会社等と連携
し、公共交通を利用した観光
客を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

①京阪神地域在住者が日帰
り観光したくなる観光プランの
開発及びPR

ハイキング、自転車ツーリン
グ、BBQ、観光農園等の日帰
りイベントを企画し、京阪神地
域へのプロモーションを行う。

京阪神地域の住民が気軽に
アウトドアを楽しめる空間を創
出し、観光客を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

基本戦略

（１）京阪神地域在住者をターゲットとした日帰り観光客の誘客

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①観光協会の組織強化支援
観光協会の運営。事業実施
に対して補助金を交付する。

市の観光振興の中核を担う観
光協会の事業企画力・実行
力、関係団体との調整力を高
め、主体的な活動が行える組
織を作る。また、観光協会と
事業者等のネットワーク強化
を図る。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

基本戦略

（３）観光振興の中核機能の強化

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

支援件数 支援件数 支援件数 支援件数

２件 ２件 ２件 ２件

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

２回 ２回 ２回 ２回

＜基本方針４＞ブランド力向上による地域経済の活性化

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

１回 １回 １回 １回

市担当課

関係機関

R4 R5 R6 R7

実施

支援件数 支援件数 支援件数 支援件数

１件 １件 １件 １件

R4 R5 R6 R7

実施

支援件数 支援件数 支援件数 支援件数

１件 １件 １件 １件

R4 R5 R6 R7

実施

開催回数 開催回数 開催回数 開催回数

【商4⑴①】 ５回 ５回 ５回 ５回

③マルシェ等商業イベントの
開催支援と店舗への誘導

市内店舗の認知度を高め、市
内外から集客を図るためのマ
ルシェ・グルメイベント等の開
催を支援する。

魅力ある商品・サービス・地元
特産品等を提供し、イベントを
きっかけとした市内観光への
リピーターづくりを行う。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会
商工会
農福観地域づくり協議会

②京田辺ブランド一休品のPR
及び認定支援

観光協会が取り組む京田辺ブ
ランド一休品のPR、認定事業
者に対して支援する。

一休品のブランド認定のメリッ
トを高めることにより、認定を
目指し商品開発に取り組む企
業を増やす。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

①集客力のある場所での特
産品等のアンテナショップ設
置

商業集積地等において、京田
辺ブランド一休品を中心とした
特産品の販売、観光PR拠点
を設置する。

市内外の人が京田辺市の魅
力ある商品や地元特産品等
を知り、購入しやすい環境を
つくる。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

基本戦略

（２）京田辺の逸品・土産物の消費拡大

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

①農業者と商業者のマッチン
グによる京田辺市産農産物
等を活用した商品開発の促進

農業者と飲食店等を対象に試
食会や調理方法勉強会等を
開催し、京田辺市産農産物の
市内店舗での活用を進める。

京田辺市産農産物を扱う飲食
店や店舗を増やし、市の名物
となる土産物・食事メニューを
つくる。

実施
期間

産業振興課
農政課

活動
指標

観光協会

基本戦略

（１）知恵とネットワークを生かした京田辺らしい特産品の開発

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標

②友好関係にある都市との交
流を生かした観光・物産PR

習志野市、泉佐野市、霧島市
等、友好関係にある都市にお
いて、互いのイベントへの招
待ブースを設置し、観光PRや
特産品の販売を行う。

友好関係にある都市間で特
産品を互いに販売するなどの
事業を通じて、市民間・事業
者間の交流を進める。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会
商工会
各都市

①普賢寺ふれあいの駅を拠
点とした交流促進

普賢寺ふれあいの駅が取り
組むイベントや農業体験メ
ニュー開発、自転車愛好家が
集える場所づくり等への支援
を行う。

普賢寺ふれあいの駅を市南
部の観光振興の拠点とし、交
流機能や体験機能の充実を
図り、新たな客層を呼び込む。

実施
期間

産業振興課

活動
指標

観光協会

基本戦略

（３）市民と観光客が交流することによるにぎわいと活気を生む取組

事業名 事業の概要
事業の目的

（５年後の事業効果）

実施期間

活動指標
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